
 

平成30年度
（2018年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和６年度
（2024年度）

令和５年度
(2023年度)

水質基準不適合率 ％ ↓ － （水質基準不適合回数/全検査回数）×100 0.0 0.0 0.0 0.0 －

水源確認回数 回 ↑ － 水源の巡視等の回数 28 28 28 28 －

鉛製給水管率　　　　　　　　 ％ ↓ A401 （鉛製給水管使用件数/給水件数）×100 6.9 3.0 2.6 3.4 6.5

直結給水率 ％ ↑
A204

を援用
（直結給水戸数/（直結給水戸数＋受水槽戸数））×100 70.1 73.8 74.3 72.9 －

小規模貯水槽水道点検率 ％ ↑
A205

を援用
（小規模貯水槽水道点検件数/小規模貯水槽水道数）×100 95.5 91.3 91.8 96.5 －

平成30年度
（2018年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和６年度
（2024年度）

令和５年度
(2023年度)

地下水源率 ％ ↑ － （地下水量/年間総配水量）×100 11.1 7.0 5.6 11.3 －

基幹管路の耐震適合率 ％ ↑ B606-2
（基幹管路のうち耐震適合性のある管路延長/基幹管路延長）
×100

48.5 56.7 58.5 57.4 56.4

重要給水施設管路耐震化適合率(箇所比) ％ ↑ －
（管路の耐震適合性を有する重要給水施設箇所数/重要給水施
設箇所数）×100

8.7 23.2 24.6 14.5 －

法定耐用年数超過管路率 ％ ↓ B503 （法定耐用年数を超えている管路延長/管路延長）×100 37.7 39.1 39.2 39.6 30.2

管路の更新率 ％ ↑ B504 （更新された管路延長/管路延長）×100 0.91 1.28 1.55 1.20 0.73

配水池点検率 ％ ↑ － （劣化診断等の点検を実施した配水池数/総配水池数）×100 0.0 63.6 81.8 90.9 －

応急給水施設数 箇所 ↑
B611を
援用

配水池・緊急貯水槽・組立式貯水槽等の設置箇所数 21 45 45 45 －

水道部企画室

すいすいビジョン２０２９アクションプラン管理指標の進捗状況　№１

１．安全  ～安全で安心できる水道水の供給～

項　　　目 単位 優位性 ＰＩ 積　算　方　法

基準年度 実　績 計　画 PI公表類似
団体平均

２．強靭  ～災害に強く、安定して供給できる水道施設・体制の構築～

項　　　目 単位 優位性 ＰＩ 積　算　方　法

基準年度 実　績 計　画 PI公表類似
団体平均

※1 優位性「↑」は数値が高い方が望ましい場合、「↓」は数値が低い方が望ましい場合

※2 PI＝Performance　Indicator：日本水道協会が平成17年（2005年）1月に制定し、平成28年（2016年）3月に改正した水道事業ガイドラインに定められている119項目の業務指標

※3 PI公表類似団体：給水人口30万人以上50万人未満、自己水比率30％以上100％未満で業務指標PI（JWWA Q100：2016）を公表している、

　                  福山市、一宮市、横須賀市、高崎市、前橋市、倉敷市、豊橋市、高槻市の8事業体

※2※1
※3

※2※1
※3※3



 

平成30年度
（2018年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和６年度
（2024年度）

令和５年度
(2023年度)

経費(料金)回収率 ％ ↑ C113 （供給単価/給水原価）×100 107.3 108.5 104.4 111.2 101.1

給水原価 円/ｍ3 ↓ C115
（経常費用-(受託工事費等+長期前受金戻入見合いの減価償却
費等))/有収水量

140.9 157.5 164.0 149.4 135.5

流動比率 ％ ↑ C118 （流動資産/流動負債）×100 199.2 204.2 194.6 220.9 270.7

給水収益に対する企業債残高の割合 ％ ↓ C112 （企業債残高/給水収益）×100 187.1 301.3 317.5 313.6 274.5

研修時間（内部+外部）                時間/人 ↑
C203

を援用
（職員が研修を受けた時間×受講人数）/全職員数 22.4 27.2 26.8 25.0 －

配水量1ｍ3当たり電力消費量 kWh/ｍ3 ↓ B301 年間電力消費量/年間配水量 0.25 0.23 0.21 0.26 0.31

有収率                          ％ ↑ B112 （年間有収水量/年間配水量）×100 95.9 95.7 95.1 95.8 91.7

平成30年度
（2018年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

令和６年度
（2024年度）

令和５年度
(2023年度)

水道事業に対する苦情対応割合 件/1,000件 ↓
C504

を援用
水道事業に対する苦情対応件数/（給水件数/1,000） － 0.3 0.3 0.5 －

若年層のすいどうにゅーすの読書率 ％ ↑ －
（若年層の「読んだことがある」の回答数/若年層のアンケー
ト回答総数）×100

26.7 － 16.7 29.2 －

市民満足度 ％ ↑ － （「満足している」等の回答数/アンケート回答総数）×100 91.2
－

(97.5)
94.2 93.0 －

すいすいビジョン２０２９アクションプラン管理指標の進捗状況　№２

３．持続 ～将来にわたり持続可能な水道事業の経営～

項　　　目 単位 優位性 ＰＩ 積　算　方　法

基準年度 実　績 計　画 PI公表類似
団体平均

４．地域  ～吹田らしさを活かした市民に身近な水道事業の運営～

項　　　目 単位 優位性 ＰＩ 積　算　方　法

基準年度 実　績 計　画 PI公表類似
団体平均

※1 優位性「↑」は数値が高い方が望ましい場合、「↓」は数値が低い方が望ましい場合

※2 PI＝Performance　Indicator：日本水道協会が平成17年（2005年）1月に制定し、平成28年（2016年）3月に改正した水道事業ガイドラインに定められている119項目の業務指標

※3 PI公表類似団体：給水人口30万人以上50万人未満、自己水比率30％以上100％未満で業務指標PI（JWWA Q100：2016）を公表している、

　                  福山市、一宮市、横須賀市、高崎市、前橋市、倉敷市、豊橋市、高槻市の8事業体

※4 令和3年度（2021年度）に策定した現場力向上方針などを踏まえ、管理指標の数値を見直しました。

※5 令和3年度（2021年度）に策定した広報戦略「広報コンパス5D」に基づき、管理指標の項目を見直しました。また、基準年度の値は、令和2年度（2020年度）の実績値を採用しています。

※6 市民アンケート不実施のため、イベント等で実施したアンケートの結果に基づき数値を算出しています。

※2※1 ※3

※2※1 ※3

※3※3

※3※3

※5

※4

※6


